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1　は　じ　め　に

水稲品種「つがるロマン」は，良質・良食味という優れ

た特性の反面，耐倒伏性が「中」となっており，青森県の

奨励品種の中では倒伏しやすい品種である。一方，米の食

味という主観的な特性を，客観的に評価できるとして，食

味を数値化した「味度値」の利用が米の流通場面で行われ

ており，ますます食味による米の格付けが厳しくなること

が予想される。

このような中，「つがるロマン」の良質・良食味米安定

生産のためには，肥培管理に十分な注意が必要で，倒伏を

させず，低蛋白質米の生産を常に心かけなければならない。

よって，ここでは「つがるロマン」追肥時（幼穂形成期

（以下，幼形期））の窒素吸収量とその後の肥培管理（追月田

の及ぼす影響について，収量及び味度値との両面から検討

した。

2　試　験　方　法

（1）耕種概要

1）試験年次：1997年

2）試験場所：青森県農業試験場（黒石市）

3）土壌条件：表層腐植質多湿黒ポク土

4）移植月日：5月21日（中苗移植，24．2株／ポ）

5）本田施肥量（Nkg／a）：

基肥・0，0．3，0．6，0月，1．2，1．5

追肥・0，0．2，0．3

（2）試料分析

1）茎垂及び玄米窒素濃度：ケルダール法

2）玄米蛋白質含有率：精玄米全室素量に5．95を乗じ

て算出した。

3）味度値：トーヨー味度メーター専用拇精機MA－

30で90．2±0．3％に損精後，トーヨー味度メーターMA－

90Bで測定（2反復）。

3　試験結果及び考察

（1）窒素吸収量（幼形期）と収量

1）窒素吸収量（幼形期）と倒伏

肥で6～7g／ポ．0．2kg追肥区（以下，2キロ追肥区）

で6g／航　0．3kg追肥区（以下，3キロ追肥区）では5

g／ポ以上で発生がみられた（図1）。このように，倒伏

が発生し始めるようになる幼形期の窒素吸収量が，追肥量

により異なり，また，例えば7g／dでみられるように．

倒伏程度に差があることからも，追肥の倒伏に与える影響

は大きいと思われた。
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図1窒素吸収量（幼形期）と倒伏

2）窒素吸収量（幼形期）とポ当たり籾数及び収量

窒素吸収量の増加にしたがい，d当たり籾数は直線的に

増加するが，いずれの試験区とも窒素吸収量（幼形期）7

g／ポ以降はd当たり籾数の増加は鈍った（図2）。
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図2　窒素吸収量（幼形期）とポ当たり籾数

収量も窒素吸収量の増加とともに直線的に増加するが，

ポ当たり籾数の増加傾向とは異なり，無追肥区が7g／戒

2キロ追肥区が6g／捕，3キロ追肥区が5g／誠で収量

「つがるロマン」の倒伏は，窒素吸収量（幼形期）無迫　　は暫増傾向に転じた（図3）。ここで，各区の収量が暫増
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傾向を示す窒素吸収量と先に示した倒伏が発生し始める窒

素吸収量とは，ほぼ一致しており，ポ当たり籾数の他，倒

伏も収量に影響を及ぼしているものと思われた。
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図3　窒素吸収量（幼形期）と収量

（2）肇素吸収量（幼形期）と味度値

1）窒素吸収量（幼形期）と味度値

味度値は，窒素吸収量（幼形期）の増加にともない低下

し，食味の低下が示唆された。青森県において，食味が

「上」にランク付けされる中生品種は，味度値が85以上と

なる場合が多いとされている。よって，味度値85以上のも

のを良食味米として位置づけた場合，窒素吸収量が6g／

ポを超過すると，味皮値は85を下回る傾向がみられた（図

4）。
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図4　窒素吸収量（幼形期）と味度値

2）玄米生産効率と窒素吸収量（幼形期）

玄米生産効率（精玄米垂／成熟期の窒素吸収量）が高い

ものはど食味が良いとされている1）。本試験においても同

様な結果が得られ，玄米生産効率が55以上で味度値が概ね

85以上のものが得られたく図5）。さらに，玄米生産効率

は窒素吸収量（幼形期）が6g／誠を超過すると，50以下
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図5　玄米生産効率と味度値
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図6　窒素吸収量（幼形期）と玄米生産効率

に低下した（図6）。

4　ま　　と　　め

（1）倒伏は無追肥で窒素吸収量（幼形期）が6～7g／

戒0．2kg追肥で6g／ポ，0．3kg追肥では5g／ポを超過

すると発生がみられた。

（21味度値は各区とも，窒素吸収量（幼形期）6g／誠

を超過すると低下した。

（3）玄米生産効率が55以上で味度値が高くなるが．6g

／出を超過すると玄米生産効率は50以下となった。

（4）収量及び食味を考慮した場合，穂肥1回休系（NO．2

k／a追肥）における追肥時の最適窒素吸収量は6g／d

と思われた。
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